
平成 29年 9月 26 日  

地 域 医 療 課 

 

在宅療養推進事業の今後の方向性の検討について 

 

１ 検討の経過 

 区では平成 25 年度に設置した練馬区在宅療養推進協議会での議論を通じて在

宅療養推進事業を進めてきた。とりわけ介護保険法に定める地域支援事業（在宅

医療・介護連携推進事業）については、協議会の設置、医療・介護関係者の研修、

地域住民への普及啓発をはじめ全ての項目に取り組んでおり、他自治体に先駆け

て事業を展開している。 

 一方で、区内では独居高齢者の大幅な増加が見込まれるなど、医療・介護環境

の変化が見込まれる。こうしたことから、一層のサービス提供体制の充実や医療

と介護の連携が求められる。 

 そこで、本日から来年度にかけて数回に渡り、各回でテーマを定め、これから

の在宅療養に求められる課題およびその対応について検討を行う。 

 

２ 検討のための資料 

（１）練馬区医療・介護資源調査 速報版（診療所）抜粋 （資料 2-1参照） 

（２）練馬区医療・介護資源調査 速報版（診療所・病院）（資料 2-2参照） 

（３）平成 28年度在宅医療アンケート（練馬区医師会在宅医療部会） 

（資料 2-3参照） 

   

３ その他 

 当専門部会の議論を経て、親会である在宅療養推進協議会に適宜報告する。 

 

資料２ 


